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話し合い活動における準備学習や

ふり返り学習の効果に関する一考察

初谷 和 行

1 .はじめに

長田 (2008)は，話し合い活動の持つ[音声・共同・患考jという性畏を踏まえた上で，話し合

い活動そのものが持つ密難きにはは出己銭性-非共有制・非反援性ωjがあると指摘しそのよ

うな困難性がある話し合いを指導することは二重の意味での困難性を有しているとする。

一方で，義者が高校現場で生徒の話し合い活動を尽の当た 1)にするとき，次めような状況が見

られる。

-発言が多い生徒と少ない生徒に大きな差が生まれる口

-予測から外れるような情報ωに対して，その処理の仕方に掘る j会揺が見られる。

-合意形成を昌的とする話し合いにおいて，話のすすめ方をコントロールすることや， ・つの

を導くことに照る場面が多く克られる O

-合意形成を呂的とする話し合いの場合，複数の情報が挙げられた後で，その意見のJ-!HFtlや背

致，論点の整理などを十分に行わないまま多数決により決がとられる場面が多く見られる。

-一つの結論に集約できなし

すi多額が多く見られる臼

，十分な換討のないまま を合わせた}訟の結おを出

上記で述べた話し合いの特質に基づく指導の困難性を克服するための研究や提言，またはその

基礎的研究として話し合いの展開や話題分析に関する研究はこれまでもなされてきた。本稿では，

それらの研究成果を生かした話し合い活動の指導実践を試行した上で，その分析を通じて，話し

合い指導における指導の観点とその方向性について考察する。

2.話し合い活動のE標と指導法の概要

(1)話し合い活動の呂標

井田(1981)は，期待される機能的要素の組み合わせによる会議のタイプ分けを行っているが，

機能的要素として， f A情報の共有j，fB'情報の加工・処理j，fC認知・態度・行動の変容j，fD 

合意の確立J，fE参加感の充足と実行への動機付けj，fF対人的諸関係の現出jを挙げている D

これらは会議の種類や百的によって重視される要素やその比重が異なるものである O 学校の授業

の中で行われる話し合い活動に当てはめて考えた場合，重視される機能的要素はABDであると

稿者は考える D そして，それらの機能的要素は話し合い活動が終了した際に，次のようなことと

して現れるのではないだろうか。
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“話し合いをしたからこそ出た結論が導かれる O

-話し合いの構成員が結論に対して納得した(理解した)状態で終わる 0

.話し合いの参加者が話し合いをしたことに充足を感じる D

これらは話し合い活動全体の観点からとらえた話し合いの機能と状態に関することであるが，

一方，話し合いの構成員の視点からとらえたばあい，上記の機能や状態となるために，一人一人

の構成員に下記のことが求められると稿者は考える。

A 1 他者の意見と自分の意見の関係性について自己認識し，かっその関係性について他者が

認識できるように表現する D

B 1 自己の意見の理由や根拠を示したり，他者の意見の理由や根拠を理解する O

C 1 結論を導くための論点を理解し，その論点に基づき各人の意見を検証する O

D 1 話し合いの展開について倍々人が理解した上で(構成員が共通理解して)，全員が納得す

る形(参加する形)の展開をしていく O

(2)指導法の概要

これまでの研究において 実際に話し合い活動を指導していくための方法論に関して下記のよ

うなことがit日高されてきた。

-学習者(話し合いの構成員)が話し合いの話題について事前に分析すること D

者(話し合いの構成員)が話し合いの展開について事前に想定すること O

.g話し合い活動'1コに 学習者(話し合いの構成員)がその過程を視覚情報化すること O

今1111紹介する実践では，先の(1)および上記提唱を合わせ，下記の学習を取り入れた授業を試

行した。

A2 話し合い活動の学習の事前に「話し合うJことの機能について学習する D

B2 話し合い活動の学習の事-前に話し合いの展開の仕方について学習する O

C2 話し合い活動の学習の事前に話し合いのメモの取り方について学習する O

D2 話し合い活動の直前に，想定される展開について整理する学習を行う O

E2 話し合い後(次の話し合い活動の直前)に 構成員がするべき振る舞い(言動)に関し

て意識させる D

3.授業の概要

試行授業の対象としたのは， A高校に通う 2年生生徒12名からなる科Eである O その中で，単

元「話し合い，工夫して表現しようJという単元を組み実施した。 12名が話し合いを行いながら

寸文の学校紹介ポスターを作成するという学習を行ったO 学校紹介ポスターの作成にあたって検

る主な内容としては キャッチコピー ヘッドライン ボディコピー 背景である O 下記に

投業の展開についての概要を示す。

(1)単元前の学習(話し合いのための準備)

;本単元日言し合い，工夫して表現しよう jを実施する前に，本単元のみならず他の単元におい



ても適用することのできる，話し合い活動に関する準備的な学習を行った。これらは上記A2~

E2の学習のうち， A2~C2 にあたるものである O 下記がその概要である O

1) I話し合いjの自的にi認する学習

そもそも「話し合いjがどのような邑的で、行われているのかについて，生徒が実際に行ってい

る話し合い例を用いながら説明したc 具体的には，先に挙げた井出(1981)における機能的要素を

話し合いの呂的として挙げ，それぞれを呂的とする学校生活場面における話し合い活動制を取り

あげた。その上で，それらの目的を諮まえたときに話し合いの講成長として「話すことJI開くこ

とJにおいて心がけなければならないことについて説明した。具悼的には話すこととして{鵠報

を確実に伝えるJ.r (椙手からの)情報を受けた上で話をするJ. I開き手のニーズ(知 IJたいこ

と)を意識するJ.I説得的に話をする j，開き手が理解しやすいように話をす一るJ， r良好な人間

関係を作ったり，関係を維持するように話をするjを挙げ，出くこととして!慌報を確実にi鳴き

取るJ，I相手の'1警報の方向性を意識しながら認くム「棺手の話題(主旨)を意識しながら附く J.

「ポジテイブな開き方をするjを挙げた。

2) I話し合いjの展開に関する

例として文化祭の決めごとという合意形成を弓的とした話し合いをとりあげながら.r拡散jと

「集約」というこつの要素によって話し合いの展開(話し合いの流れ)をとらえることを説明し

たO その上で，ある話し合いがあった際に，その目的を意識した上で話し合いの流れを?皆、定し，

それを構成員で共有しておくことが充実した話し合いのために必安・であると説明した口

3)メモの取り方に関する

これは話し合い活動のみを対象とした学留ではな 日記くこと jの日的に台わせたメモの11'>1.

り方に隠する学習を行った。具体的には， 開き取りメモの取り方，講演会などの擦の

メモの取り方，話し合いの捺のメモの取り方という三つに分けてメモの取り方について学習した。

話し合いの際のメモの取り方として取りあげたのは，時系列で発言者の発言を単語や短い文で書

いていく方式である O

(2)単元「話し合い，工夫して表現しよう」の学習

話し合い活動に関する準備的な学習を行った後で本単元の学習を行った。本単元は，大きく二

つの展開(第 l次，第2次)で、授業を行ったO

第 1次では，導-入としてまず新開の発行部数や購読者数，新聞広告費，新聞広告に関する知識

を高める学留を講義形式で、行った。次に，広告表現の要素(キャッチコピー，ヘッドライン，ボ

ディコピー，シグネチャー，背景)に関する学習を講義形式で行った。次に，広告表現について

検討する際の観点として， IAIDMAの法期」ゃ 15WIHの意識(特に訴求内容，訴求対象)J と

いったことを説明した。さらに，実際のキャッチコピー例を挙げながら，修辞的な工夫について

説明をした。その上で，実際の新開広告を用いて，訴求対象や訴求内容をふまえながらどのよう

な工夫がされているのかということについての分析を行わせた。また，他校の学校紹介ポスター

について紹介するという宿題を課し，次時の導入として持ち寄られた学校紹介ポスターについて

-57-



授業者が解説するという学習を行った。

第2次では，学校紹介ポスターを作成していく話し合い活動が行われた。話し合い活動は下記

のようなテーマで四段階にわたり行われた口

第 1段階…ポスターの訴求対象(ターゲット)と訴求内容(アとールポイント)の検討。

第2段階…訴求内容の検討。

第3段階…訴求内容とキャッチコピー案の検討。

第4段階…キヤ Yチコピー，ヘッドライン，ボディコピー，背景の検討。

次に，上記の中から第 l段階の話し合いとそのふりかえり(第 2段階の事前学習を含む)，第 2

段階の話し合いに焦点を当て，先に述べたA1~D1 が達成されているのかについて考察する O

4.話し合い活動の実際

(1)話し合い活動 l

1)話し合い活動前の確認

まず，話し合い活動を行うにあたり検討するべき内容に関して下記のことを授業者が説明した0

・訴求対象… 1=1コ学生，保護者(どちらに(または両方に)焦点を当てるかは話し合いで決める)

・訴求内容…アピールポイント(何をアピールポイントにするかは話し合いで決める)

-時期…夏休みの学校説明会

・j揚iW・..B館21暗(校舎内の説明会会場付近の廊下)

・決めること…キャッチコピー(必ず必要)

ヘッドライン(必要ない場合もある)

ボディコピー(必要ない場合もある)

背景(授業者が挙げた候補またはその他を授業者にリクエスト)

シグネチャー(必要ない場合もある)

次に，授業者がファシリテーターとなりながら，生徒がアイディアを出す形で話し合いの内容

および話し合いの規模に関する決めごとをした。具体的には，授業者が生徒とやりとりすること

で，以下の点が決まった。

-訴求内容と訴求対象を決める事から話し合いをスタートさせること O

・12名全員で(12名を 1グループとして)上記について話し合うこと D

-ド11iま状にして話し合いを行うこと O

この状態は先に述べたA~E の関連から言えば， D (話し合いの展開の整理)に関する学習に

関わる話し合い活動の当面のゴール(目的)に関する確認をした状態であり， Eに関しては学習

をしていない状態と震える o

2)実際の話し合い活動

話し合い活動 lは，訴求対象を最初に決めることからスタートした。以下がその内容である O
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民主し合ぃ活動 1]ω 

司:訴求対象に関して意見がある人はいませんか?

K:中学生と保護者の両方を対象にした方がいいと思いますo

F:立は中学生を対設にした方がし、いと君、います。

M:私:立中学生と保護者を対象にした方がいいと患います。

S :.保護者は先生の説明を筒くから中学生を対象にした方がし、いと思いますo

PJ : (見秒の沈黙)時摺もないので，多数決でいいですか?

(多数決がとられる。中学生対象=2名，中学生と保護者対象=10名で，訴求対象はf走者;こ決定する。)

訴求対象の結議としてあ1')得る選択肢が， I保護者J. I生徒J. I生徒と保護者jの三択であった

も影響し，発言者に先のA1のような表現は見られず¥発言者・司会者とも先の B1， C 1の

ような試みを行うことなく話し合いが終わっている。訴求対象がそのような形で決められた上で，

訴求内容について次のような話し合いがなされた。

言;:次に訴求内容について決めていきます。アピーんするところがある人は子を挙げてくださし、

M: (手を挙げてから〉自分で時開が決められるってことをアピー Jレするとよいと思います。

S : r時鵠舗のこととか，自主性を重視するところだと思います。

A:校舎が広いところもあるよね。

T:四つの系列にわかれているところだと思います。

0:①詔立で総合学科なので弛のところにはなさそう主ところがあると思うり具体的でな

んO

E:②農業でも農薬学校でできないところがあると患います。開つの系列があるか

と思うけど篭 f司て蓄えばいいか…

生 (25秒の沈黙。)

授:③みんなが話をしてくれた内容はそれぞれ大撃だと患うけど，みんなの話し合いの中にさっき決め

た，保護者と中学生を対象ということのうちの宅保護者の視点は入っているのかな?

司:親は通わせて安心という学校がいいのでは。

S:今までの話を開くと，自主性を育てるというのは保護者も求めるんじゃないかなあ…

0:ここらへんの保護者には(本校は)いいイメージがないと思う。だから楽しそうな雰囲気を出せる

といいと思うけど…

司:警備員がいるので安心できるというのもある。他の学校って饗嬬員がいる所ってあまりないから…

奇:④ではまとめると司校舎が広い司設備宅時間割宅自主性宅罰立宅総合学科，楽しそうな雰囲気ー醤

婿員がいるということになります。

奇 (20秒の沈黙。今後の進行についてどうしたらいいかわからない様子。)

F:⑤出た意見を多数決で決めて‘それを二三個にしぼって，それを繋げるっていう感じでいし盟主旦2

0:⑤似たものはまとめることができると患うけど…

ここまでで授業時間が終了しt:.o訴求内容に関する話し合いは，はじめに訴求内容に該当する

項目が拡散的に挙げられていく方向で話が進んでいる。その後，①のようにOが拡散的な意見を

絞る際の観点について述べ，Eが②のようにその観点に基づく意見を述べている O その後，どの

ように話し合いをすすめていいかわからずに話し合いが滞り，授業者はこれまで"i:l:lた意見を検証

し集約するための新たな視点「保護者jという要素を③によって出している O その後，授業者の
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視点に基づく意見が出されはじめるが，終了時間を意識した司会者が④のようにこれまでの意見

を「まとめるJ(司会者は「まとめるJと述べたが実際には羅列しているだけである)。その後の

処理の仕方に国る司会者に対してFが⑤のような意見を出す。しかしながら，そのことに否定的

な考えを持つOは，①の形ではなく意見を集約する方法論があるのではないかということを⑤に

よって暗示的に示して話し合いは終わった。

授業者は話し合い活動 1 では，先に挙げたAl~Cl のような，各自の意見の関連性や意見の

根拠や背景の理解，意見の検証が十分になされていないと考え，話し合い活動 2の事前の学習で

そのことを指摘し，話し合い活動 2の自擦として設定することにした。

(2)話し合い活動 2

1)話し合い活動前の確認

話し合い活動 2の前に) 1諸国の話し合い活動のふりかえりを行いながら， A 1 ~ C 1が含まれ

し合いにするための方法について検討した。下記が授業者と生徒とのやりとりである O

{話し合い活動 1のふりかえり}

授:この話し合いでは，散初に各自で、意見を出してもらいましたが，これは拡散的な方向性です。その

あとで多数決をとりました。それは集約的方向性です。ただし，この話し合いが深いものだ、ったか

と言えば，必ずしも探くなかったというのが私の印象です。例えば，意見を言った後でその理由を

述べた人は Sさんだけでしたし 言うだけ言ってその後多数決に移ってしまいました。時間的制約

があったのは事.実ですが，もしかしたらもっと議論していれば多数決の数字が変わったかもしれま

せんし，伺よりも多数決で決まった意見以外の意見を持った人は，人数によって斬り捨てられてし

まっただけのように感じるかもしれません。では，どうすればもっと深い議論ができるようになる

か考えてみましょう。何か意見のある人はいますか?

Y: (手を挙げてから)前の事に一言付け加えるといいと思います。

綬;例えば私が「中学生を対象にした方がいいと思います。jと意見を言った場合)r 1すけ加えるjとい

うのはどのようなことですか?

Y:①付け加えるというか触れるというか…「どうしてそう思うのですか。Jなどということばです。

授:ということは，質問するということでしょうか?

Y:はい。

授:質問をすれば窓見の根拠などが詳しくわかりますし，他の人の意見について一言加える事は，その

加えた人がどのように考えているかということを間四に知らせることにつながりますよね。非常に

いい指摘だと患います。その他に意見のある人はいますか?

S : (手を挙げて)②全員が意見を出すということが大事だと患います。

授:なるほど。確かにみんなが意見を述べないと他者が何を考えているのかがわかりませんよね。とて

もいい挺摘だと思います。他にはありますか?誰も答えそうにないので)0さんはどう考えます

か?

0:デイベートみたいな感じで話をするといいと思います。

授:そのことについてもう少し説明してくれますか?

0:えーっと…③問じ人間士でグループを作って誌をするということです。そこでそれぞれの背景につ

いて言うというか…

授:確かに向じ人間士で話をすると自分の考えが深まりそうですね。背景について説明するというのは，

どういうことかな…理由とか根拠とかを言うってこと?

生。:そうそう，それです。
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授:今話題に出たことは，質問をしたり付け加えること，全員が窓見を出すということ，同じ意見の人

間士で話をする，理由・摂挺を言うということですね。それら;土地者の意見を理解したり，自分の

考えを相手に理解してもらったり， 1可が問題なのかを考えたりするのにとても有効なことです。な

ので，今5の話し合いではそれらのことを心がけてみましょう。今，皆さんから出してもらった意

見は，話し合いの仕方のうちの内容に関連したことが主だったようです。その地に.fylJえば人数構

成や杭の記置など，話し合いの内容と藍築関係しないような，環境に関することで，深い話し合い

をするために向か必要なことはあ号ますか?

Y: (前田の話し合いでは)③人数が多すぎたと患います。 3、4人でやると意見が出やすいように患い

ます。

授:なるほど，確かに少人数だと話しやすいということはあるかもしれませんね。他の皆さんもそう思

いますか?

うなずく)

し合いをするのにも Yさんの案を縫うかどうか，あとで検討することにしましょう o

上記のふりかえりのうち，①②については髄々人で意践的になるようにと伝え. @(4)について

は話し合い活動の展開の中で取り入れられるのであれば取号入れていくことを検討するという活

をした。また，話し合いのためのワークシートに f相手の意見を踏まえて発:三をする。 jr (1 

他者の意見の妥当性を判断しながら話し合うことで結訟を出す。jという、:つの [J襟を記載する事

で，そのことについて意識的になるように促した。そして 諮問途中で終わったi話し合いの内容

と今呂の話し合い内容について

訴した。その結果，まず4名のグル

するということになったD

2)話し合い活動 2

し合し スタイルについて検

について話し合い，そ し合いを

まず4名グループでの話し合いを行った。各グループの報告は以下の通りである。

{話し合い活動 2 4名グループでの話し合いの内容]

G 1 最初に，時間割が選べるということは他の学校にはないことだからアピールしたらいいのではと

いう意見が出て，次に設備が他の学校にはないものだからアピールできるのではないかという意見

が出ました。さらに，自主性を重視するということで保護者にアビールできるのではないかという

意見が出ました。①結局司それらを合わせて，自由に選べる時間割と充実した施設により学び，自

主性を養うということになりました。

G2:それぞれがいろいろなアピールポイントを挙げたのですが②他の学校にないものということを

考えたとき，生徒が自分の時需割や将来について考えることが増えるという特徴があるということ

になりました。そしてそのことが，自主性を養うということになり，保護者へのアピールにもなる

のではないかというふうになりました。

G3:話し合いが終わった綾，休み時間も話をしていて結論が出ました。③まず司 8館にポスターが貼

られるということであるとか句学校説明会に来ている人たちはうちの学校に興味があるというよう

な指摘が出ました。その上で 設備のこととか 時間前のこととか，自主性のこととかアピールす

るところが出たのですが，結局は総合学科ということをアピールすればいいのではないかという結

論になりました。

グループ 1(G 1 )は話し合いが一番早く終了したグループである。上記報告内容からわかる
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ように，意見を出し合ったよで①のようにそれらを合わせるという， A 1 ~ C 1が十分に行われ

ない展開となった。それに対ーして G2やG3は，②や①のように，議論の観点を設定した上で議

論がなされていたc

グループによる話し合いのあと 全員での話し合いがなされた。授業者は司会者Tを立て，全

体での話し合いの呂的(訴求内容を絞り込むこと)を確認した。その上で D 1の話し合いの展

開への理解と関与を促すために 話し合いは司会者だけが仕切るものではなく全員で考えながら

すすめるものだと説明した。 以下が全体での話し合いの内容である D

{話し合い活動2 全員での話し合い内容}

司鱗にいる生徒が話し合いのすすめ方について助言をするが，話し合いをスタートできないでいる)

K: (手を挙げて)いいですか?3つのグループのどれも総合学科の中にある要素だと思います。なの

でアピールポイントは総合学科としておいて他の要素はその中で扱うというのがいいのではないか

と思います。

生:(fお一Jという小さな戸が2，3名からあがる)

o : Q)K君の意見と開じようなのですが， 5つのことを決めるに従って，②ある要棄(アピールポイン

トとなる婆紫)はたくさんあった方がいいと思います。なので，総合学科をアピールポイントとす

るのがし、いと患います。

Y:①でも ④学校説明会に来る時点で，総合学科というのはわかっていると患います。なので，自主

性にして，細かい事はそのあとにするのがいいと患います。

S :⑤総合学科が中心になるということだが，⑥総合学科だからどうかというのが大切だと思う O 一番

に出すのは自主性だと思う。

生:(2分程度話し合いが滞る。司会は生徒Eや生徒Oの助言を受けている)

司:総合学科と自主性の他に何かありますか?

0:自主性と総合学科のどっちでもありかなと思います。

F:総合学科と自主性ということにしてしまってもいいのかなあ?

(ちょっとぎわざわする。あちこちで 2紐となって話をしている)

F:総合学科というのは他にも(他の学校にも)あります。

Y:総合学科というのは他にも沢UJある中でどうなのか他の総合学科との違いをアピールすればいいん

じゃないかなあ…

K:総合学科と自主性において，自主性というのは自分自身で麿かれたかは実感できない。そう考える

と，自主性よりも総合学科だということの方が優先頗位が高いのではないかと思うけど。

S:総合学科ということはすべてに関わることなので ポイントを絞るべきではないかと思います。自

主性を前面に出して，その後に総合学科ということがついてくるとよいと思います。

0:総合学科によって告主性ということと瀬序が逆だというだけであって どっちかをキャッチコピー

にして， となっちかをヘッドラインとすればいいんじゃないかなあ。

E:総合学科ということを見出しにすると，ボディコピーがいろいろと出てきてしまうから，ピンポイ

ントにすることが大切だと思います。

ここで時間が終了し t:. o 先に述べたAl~Dl の視点からこの話し合い活動を考察すると，ま

ずA1への意識に関係するような発言が①，③，⑤のような発言内容から伺える O またB1への

意織に関係するような発言として，②，④のように意見に根拠が添えられた発言も見られる O さ

らに， C 1への意識に関わるような発言として，相手の意見を踏まえて反論をする⑤，①のよう

な発言も見られる O ただし， C 1の「結論を導くための論点を整理しjという点においては，論
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点の整理ができずに話し合いが終わってしまっている。 o1のような話し合いの展開に関しては，

特に司会者が話し合いの方向付けに密った場合において 司会者を補助するような言動が見られ

る。しかしながら訴求内容をどのように収束させていくのかについてとらえると，そのきっかけ

がつかめていない様子が克られるa このj京国として，結論を導くための論点について確定できて

いないことが挙げられる。具体的には， I総合学科jと「自主性jという二つの訴求内脊のうち，

どちらを選択するのかについて決定するた

でいると考えられる。

を決められないことが話し合いの滞与を生ん

5. まとめ

本稿では，これまでの研究成果を生かした話し

を行うことが呂的であった。具体的には，ま

こととして以下の内容を挙げた。

A 1 1世者の意見と自分の意見の関係性について自

認識できるように表現する。

を試行した上で，その分析

において個々の構成長に求められる

L，かっそのi誕係性について他者が

B 1 昌己の意見の理由や根拠を示したち，他者の意見のsi!lおや根拠を:f!R解する O

C 1 結論を導くための論ょう:を理解し，その論点に基づき各人の意見を検I;IEする O

o 1 話し合いの展開について個々人が理解したヒで(構成長が共通理解じと)，全長が納将す

る形(参加する形)の展開をしていく。

その上で，下記の要素を取り入れた学習を試行した。

A2 話し合い活動の学習の事前lこ[話し合う jことの機龍につい る口 H~体的に

し合いの自的と話し合い例を示す。

B2 話し合い活動の学習の事前に話し合いの展開の仕方について学習する O 具体的には「拡

散jとれほ束」をキーワードに話し合いの展開を共有する必要性について説明する O

C 2 話し合い活動の学習の事前に話し合いのメモの取り方について学習する O 具体的には，

時系列に沿って発言者の発言をメモすることを指導する O

02 話し合い活動の直前に，想定される展開について整理する学習を行う O 具体的には，話

し合いの自的や構成人数について話し合うとともに，想定される展開について確認する O

E2 話し合い後(次の話し合い活動の直前)に，構成員がするべき振る舞い(言動)に関し

て意識させる O 具体的には，前田の話し合い活動をふりかえった上で， r充実した話し合

い(上記Al~Ol が含まれた話し合いけのために必要なことについて話し合ったり指

導したりする O

本稿のまとめとして，話し合い活動 lからそのふりかえり，そして話し合い活動 2の考察と A

2~E2 の関係性について考察し，話し合い活動指導に関する今後の課題について言及する O

まず， A 2とB2に関してである D 授業者はA2やB2の学習を行うことで，主にo1に影響

を与える事ができるのではないかと考えた。しかし，今回は話し合いの目的を授業者から一方的
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に説明したということ，また今回行われた話し合い活動が合意形成を目指す話し合いに限定され

ているということから考えて， A 2の学習がD1に直接的な影響を与えたということはないと考

えられる O また，話し合いの毘的を意識することの目的は，話し合いの展開を想定することであ

るため， A 2のような学習は実際の話し合いが行われる事前にB2の要素と合わせて考えること

で有効性を発揮するのではないだろうか。例えば今屈の話し合いの中で，訴求内容を検討した場

面においては，最終的な毘的からすれば合意形成の話し合いではあるが，出てきた意見を一度分

析するという視点に立つのであれば，合意形成を呂的とした話し合いの途中に情報の加工を昌的

とした話し合いが入り込むという構造になっているとも捉えられる O いずれにしても， A 2やB

2の要素がD1に影響を与えるためには，話し合いの場の中で実際に援用していくことで有効に

なっていくのではないかと考える O

次にC2に関してであるが，稿者としてはメモの目的を，話し合いの途中や事後に話し合いを

ふりかえる_.tめとするために行わせたO 話し合いの途中にメモを活用することは， A 1から D1 

のすべてに関わると考えられる D また，事後のふりかえりの際にメモを活用することも， A 1か

らD1のすべてに関わると考えられる O 今自の実践に関してその成果と課題をふりかえると，話

し合いのふりかえりの傑の生徒遠の行動を観察する限りにおいては，事後に話し合いをふりかえ

る一助になっていたと授業者は判断している。ただし，ここでの「ふりかえり jとは話し合いの

内容を再現するという:意味で、用いており，その内容を踏まえて，話し合いの集聞や個々人にどの

ような成果と誠題があったのかを検証するという意味合いにおいては十分機能したとは言い難い。

このことから，構造化されたメモのとりかたと話し合い活動中の患い方について検討する必要が

あると考えられる白

次にD2に関してであるが稿者としては主にD1へ影響を与えるためにこの学習を行ったD 本

稿ではとりあげていないが， 2， 3名の生徒が話し合い活動に人数が及ぼす影響ということに意

識的になったということがワークシートの記述からうかがえた。多くの話し合い活動においては，

グループの人数は授業者が指定して，学習者は指示に従って話し合いをはじめられる O しかし今

回の学習を通じて，人数規模も話し合い活動に影響をおよぼすことを体験的に理解したことは成

果と言えると稿者は考える O 一方で， r拡散Jと f集約Jに関しては，話し合い中の発言からそれ

を意識した発言があると判断することはできなかったD このことについては，先に述べたA2， 

B 2やC2にも関連する事であるため，それらと合わせた検討が必要になる D

故後に E2に関してである O 稿者としてはD1から D3に関して意識的になりながら話し合い

をすすめるためにこの学習を行った。話し合いの事後(次の話し合いの童謡)に話し合いについ

てふりかえることでD1から D4について意識させた上で新たな話し合いを行わせたわけである

が，場面や発言者によっては特にDl，D2， D4に関して意識的だと思われる発言(言動)が

見られたD 一方でD3については今留の話し合い活動においては意識的だと思われる発言が見ら

れなかった。これに関しては，話し合いを客観視する(モニタリングする)ことが必要であると

いう窓味において先のA2，B2， C2， D2における課題と共通したものがあると考える D
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注

( 1 ) 長居は「非記録性，非共有也非反援性jについて {非記録性jは音声言語を媒介とする

ことによるものであり， r非共有性jについては r13的意識の非共有性J(話し合いの場にお

ける錨々人の問題意識の格違)， f既有知識の非共有性J(話題や話し合いの技能に関する知

レベルの相違)， r発言の非共有性J(話題やf患者の発誌に対する理解度の相違). I1謁採の

非共有性J(話し合いの講成員向士の入関関係の桔違〉によるものであ可， 1非反報性J(こっ

いては話し合いとは「患考し新たな解を克いだすことに取号

(2 ) 本穫における r'l警報j とは，主観，客観などの氏~!jなく，話し

る知覚可能な手段によって梧手に伝えられるものを

( 3 ) 本稿では以下のトランスクリプト記号を用いている D

している O

中でもたらされ

コロン r: J散の表記について拭，アルファベットは話し合いの構成長である各生徒. r jイ]J 

司会者の生徒， r設J!土授繋者である数長. I生jは話し合いの構成長全員を指す。

については以下の通つである。

(言薬)ニ綬業者(稿者)の議定

。ニ発話の終わり

エ発話の休止

-ご?余韻のある発去の休止

? ヱニ疑問

また，考察の際に稿者が取りあげる器所に挺しては，ゴシック体ト総を引き， JL数字をNし

ある。
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